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⑪本ミッションの狙い ⑫実現のキーとなる要素技術

地球近傍ではなしえない究極的な精

度のEBL観測を深宇宙に投入する望

遠鏡により実現する。

まだ国内にはない外惑星探査機や遠

方の深宇宙探査機を手に入れる必要

がある。その宇宙機技術として有望

なのがソーラーセイルであり、これ

を超小型機から段階的に実証する。
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④発表タイトル

VERTECSから始める新時代の光赤外天文学は惑星間宇宙望遠鏡へ続く

⑩概要（200字程度）

光赤外域における銀河系外背景光(EBL)の観測は、初期宇宙の天体や近傍

の微弱天体など個別天体として捉えられない隠された宇宙を明らかにす

る重要な研究手段である。VERTECSは超小型衛星によりEBLの観測を行

う画期的な計画であるが、太陽系ダストによる前景光の影響が排除しき

れない。そこで私たちは将来は太陽系ダストが希薄な惑星間空間へ望遠

鏡を投入することを計画している。その第一歩が超小型ソーラーセイル

計画である。

⑬衛星のスペック ⑭開発状況・計画

2AU以遠の惑星間空間において望遠鏡が機能する電力と通信が確保でき

るうえ⾧期安定な姿勢制御ができること。

ISASにおいてソーラーセイルWGの活動を行なってきた。ソーラーセイ

ルはIKAROSの開発以来、国内には多くの実績があり、これを後ろ盾に開

発と検討を進めている。6Uセイルは2020年代での実現を目指す。WGで

は6Uに限らず50kg級の超小型ソーラーセイルを検討しており、2030年代

の打上げを目標としている。
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⑮衛星のイメージ図 ⑯ミッションのイメージ図（※あれば）



地球近傍ではなしえない究極的な精度のEBL観測を深宇宙に投入する「惑星間宇宙望遠鏡 IPST」により実現する。IPSTの実現のためには日本がま

だ持っていない外惑星系探査軌道や黄道面外軌道をとる宇宙機の開発が必要である。その技術として有望なのがソーラーセイルであり、これを超小

型の実証機からはじめ開発を進める。超小型天文衛星VERTECSで培う観測技術を応用し、超小型ソーラーセイルの搭載機器を開発する。また、将

来は50kg級の超小型ソーラーセイルを開発し、深宇宙での本格的なEBL観測を実現する。
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